
１．意見提出者数の内訳

意見提出方法

メール 10

郵送 1

FAX 0

合計 11

個人・団体の別

個人 5

団体 6

合計 11

２．項目別の意見件数

件数
0
1
1
20
6
16
2
3
0
0
3
6
4
2
0
2
1
1
1
0
9
78

　数値目標の進捗状況
  具体的施策の取組状況
全体
その他

合計

  戦略目標Ａ関連
  戦略目標Ｂ関連
  戦略目標Ｃ関連
  戦略目標Ｄ関連
  戦略目標Ｅ関連

第３部 生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する行動計画の点検結果

　基本戦略２ 地域における人と自然の関係を見直し、再構築する
　基本戦略３ 森・里・川・海のつながりを確保する
　基本戦略４ 地球規模の視野を持って行動する
　基本戦略５ 科学的基盤を強化し、政策に結びつける
 （参考）基本戦略と第３部における関連施策の対応表
第２部 愛知目標の達成へ向けたロードマップの進捗状況

　参考

「生物多様性国家戦略2012-2020 の実施状況の点検結果（案）」に対する
意見募集（パブリックコメント）の実施結果について

はじめに
点検の実施方法
第１部 ５つの基本戦略に関する取組状況
　基本戦略１ 生物多様性を社会に浸透させる

「生物多様性国家戦略2012-2020の実施状況の点検結果（案）」に対する

意見の募集（パブリックコメント）を、2014年1月27日（月）から2月20

日（木）まで実施した。意見提出のあった個人・団体の数は11であり、

のべ意見数は78件であった。その内訳については次の通り。



生
物

多
様

性
国

家
戦

略
2
0
1
2
-
2
0
2
0
の

実
施

状
況

の
点

検
結

果
（

案
）

に
対

す
る

ご
意

見
及

び
ご

意
見

へ
の

対
応

※
本

表
に

お
い

て
、

「
国

家
戦

略
」

は
「

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
2
0
1
2
-
2
0
2
0
」

を
指

す
。

※
本

表
に

お
け

る
ペ

ー
ジ

及
び

行
は

、
特

に
記

載
の

な
い

限
り

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

版
の

も
の

を
指

す
。

N
o
.

部
章

節
ペ

ー
ジ

行
意

見
内

容
理

由
回

答

1
－

－
－

2
3

１
年

間
の

評
価

で
は

な
く

「
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

2
0
1
0
」

を
起

点
と

し
て

現
在

ま
で

の
評

価
と

す
べ

き
で

あ
る

。

生
物

多
様

性
基

本
法

に
基

づ
く

法
定

計
画

と
し

て
定

め
ら

れ
た

「
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

2
0
1
0
」

（
2
0
1
0
年

）
で

は
、

生
物

多
様

性
条

約
2
0
1
0
年

目
標

と
次

期
世

界
目

標
お

よ
び

日
本

の
目

標
に

つ
い

て
記

述
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

後
、

こ
の

目
標

の
達

成
状

況
が

ど
の

よ
う

に
変

遷
し

た
の

か
比

較
す

べ
き

で
あ

る
。

「
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

2
0
1
0
」

策
定

以
降

の
取

組
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
4

年
1
月

に
そ

の
進

捗
状

況
を

評
価

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

「
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

2
0
1
2
-
2
0
2
0
」

を
策

定
し

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

本
点

検
は

「
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

2
0
1
2
-
2
0
2
0
」

策
定

以
降

の
1
年

間
の

み
対

象
と

し
て

お
り

ま
す

。

2
1

－
－

－
－

各
項

目
毎

の
取

り
ま

と
め

で
あ

る
点

線
囲

み
に

つ
い

て
、

「
・

・
・

が
重

要
で

す
」

と
い

う
書

き
ぶ

り
は

人
ご

と
の

よ
う

な
ト

ー
ン

な
の

で
、

表
現

に
工

夫
が

必
要

。

－

当
該

箇
所

は
小

項
目

ご
と

に
現

状
を

整
理

し
課

題
を

抽
出

し
て

い
る

箇
所

で
す

。
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
点

線
囲

み
内

が
課

題
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

に
修

正
し

ま
し

た
。

こ
の

課
題

を
受

け
た

今
後

の
施

策
の

方
向

性
に

つ
い

て
は

、
戦

略
の

見
直

し
や

改
定

に
お

い
て

検
討

を
行

う
予

定
で

す
。

3
1

1
－

3
1
1

「
「

生
物

多
様

性
」

の
認

知
度

」
で

は
な

く
「

「
生

物
多

様
性

」
と

言
う

言
葉

の
認

知
度

」
で

あ
り

、
生

物
多

様
性

の
本

来
の

意
味

に
つ

い
て

は
、

殆
ど

理
解

さ
れ

て
い

な
い

。

「
生

物
多

様
性

」
と

言
う

言
葉

の
認

知
度

と
生

物
多

様
性

の
構

造
や

保
全

す
べ

き
要

素
、

な
ぜ

「
生

物
多

様
性

」
が

重
要

な
の

か
に

関
す

る
意

識
は

、
低

い
。

ま
た

、
年

齢
構

成
上

の
認

知
状

況
に

つ
い

て
も

評
価

す
べ

き
で

あ
る

。

内
閣

府
に

お
け

る
世

論
調

査
で

は
、

生
物

多
様

性
の

言
葉

の
意

味
を

説
明

し
た

上
で

、
意

味
を

知
っ

て
い

る
、

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

等
の

回
答

を
選

択
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
修

正
に

関
す

る
御

意
見

に
つ

い
て

は
、

3
ペ

ー
ジ

7
行

目
及

び
1
1
行

目
を

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

し
た

。
「

『
生

物
多

様
性

』
と

い
う

言
葉

を
「

知
っ

て
い

る
」

「
聞

い
た

こ
と

が
あ

る
」

と
答

え
た

人
の

割
合

 の
認

知
度

」
ま

た
、

3
ペ

ー
ジ

1
4
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

平
成

2
4
年

度
の

調
査

で
「

生
物

多
様

性
」

と
い

う
言

葉
を

「
知

っ
て

い
る

」
「

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

」
と

答
え

た
人

の
割

合
を

年
代

別
に

見
る

と
、

2
0
代

は
8
0
.
0
％

、
3
0
代

は
7
2
.
0
％

、
4
0
代

は
7
4
.
5
％

、
5
0
代

は
7
4
.
5
％

、
6
0

代
は

7
5
％

と
な

っ
て

お
り

、
2
0
代

に
お

け
る

認
知

度
が

最
も

高
い

と
い

う
結

果
が

得
ら

れ
ま

し
た

。
」

4
1

1
1

4
4

生
物

多
様

性
に

関
し

て
、

広
く

国
民

に
広

報
す

る
活

動
と

し
て

、
様

々
な

活
動

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

そ
の

多
く

が
も

と
も

と
生

き
物

に
関

心
が

あ
る

人
向

け
の

も
の

で
あ

る
。

今
後

の
活

動
と

し
て

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
活

用
し

た
無

関
心

層
へ

の
働

き
か

け
が

重
要

で
あ

る
。

ウ
ェ

ブ
調

査
結

果
で

も
、

生
物

多
様

性
に

つ
い

て
知

っ
て

い
る

と
い

う
回

答
は

減
少

傾
向

と
見

て
取

れ
る

。
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
5
ペ

ー
ジ

3
4
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

今
ま

で
自

然
に

興
味

の
な

か
っ

た
層

を
含

め
、

よ
り

多
く

の
国

民
に

」

5
1

1
－

4
表

1
-
1

希
少

種
や

種
の

保
存

法
に

関
す

る
認

知
度

に
つ

い
て

も
評

価
す

べ
き

で
あ

る
。

外
来

種
に

関
し

て
記

述
さ

れ
て

い
る

が
希

少
種

や
種

の
保

存
法

に
つ

い
て

も
社

会
の

認
知

状
況

を
評

価
す

る
必

要
が

あ
る

。
本

表
に

つ
い

て
は

、
国

家
戦

略
第

3
部

に
掲

げ
た

具
体

的
施

策
の

う
ち

数
値

目
標

を
設

定
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
、

本
基

本
戦

略
に

該
当

す
る

も
の

を
取

り
上

げ
て

い
ま

す
。

ご
意

見
に

つ
い

て
は

国
家

戦
略

の
見

直
し

の
際

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。



6
1

1
2

6
2
2

「
②

地
域

主
体

の
取

組
の

支
援

」
の

記
述

の
中

に
該

当
法

令
を

明
記

す
べ

き
で

あ
る

。
該

当
法

令
名

の
記

述
を

追
加

す
べ

き
で

あ
る

「
地

域
に

お
け

る
多

様
な

主
体

の
連

携
に

よ
る

生
物

の
多

様
性

の
保

全
の

た
め

の
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

二
十

二
年

十
二

月
十

日
法

律
第

七
十

二
号

）
」

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

６
ペ

ー
ジ

2
4
行

目
以

降
を

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

し
た

。
「

地
域

に
お

け
る

多
様

な
主

体
の

連
携

に
よ

る
生

物
の

多
様

性
の

保
全

の
た

め
の

活
動

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く

地
域

連
携

保
全

活
動

計
画

や
生

物
多

様
性

基
本

法
に

基
づ

く
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

な
ど

、
地

域
が

主
体

と
な

っ
た

法
定

計
画

の
策

定
及

び
当

該
計

画
等

に
沿

っ
た

生
物

多
様

性
保

全
に

係
る

事
業

を
、

地
域

生
物

多
様

性
保

全
活

動
支

援
事

業
に

よ
り

、
国

の
委

託
事

業
と

し
て

支
援

し
て

い
ま

す
。

」

7
1

1
3

9
2
8

日
本

で
の

先
進

事
例

と
し

て
、

企
業

と
N
G
O
か

ら
な

る
「

持
続

可
能

な
紙

利
用

の
た

め
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
」

設
立

、
企

業
と

生
物

多
様

性
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

民
間

企
業

の
生

物
多

様
性

保
全

の
取

り
組

み
を

積
極

的
に

推
進

す
る

た
め

、
ま

た
、

他
国

へ
の

日
本

で
の

取
り

組
み

事
例

の
紹

介
の

た
め

、
先

進
的

な
取

り
組

み
は

積
極

的
に

記
載

す
べ

き
と

考
え

る
。

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

点
検

の
対

象
期

間
（

平
成

2
5
年

9
月

末
ま

で
）

以
降

の
取

組
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。

8
1

1
4

9
2
8

事
例

と
し

て
「

持
続

可
能

な
紙

利
用

の
た

め
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
」

に
つ

い
て

も
加

筆
す

べ
き

で
あ

る
。

全
て

の
事

業
者

に
不

可
欠

な
紙

調
達

に
お

い
て

生
物

多
様

性
へ

の
配

慮
を

実
施

し
、

そ
の

意
義

を
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

も
拡

大
し

よ
う

と
い

う
動

き
は

、
生

物
多

様
性

配
慮

の
普

及
に

と
っ

て
重

要
で

あ
る

。

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

点
検

の
対

象
期

間
（

平
成

2
5
年

9
月

末
ま

で
）

以
降

の
取

組
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。

9
1

1
4

9
3
8

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

紙
の

利
用

を
社

会
全

体
に

拡
大

・
浸

透
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
に

、
先

進
的

な
取

り
組

み
を

行
う

企
業

が
集

ま
っ

た
「

持
続

可
能

な
紙

に
利

用
の

た
め

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
の

発
足

（
2
0
1
3
年

1
1
月

1
4
日

）
の

紹
介

を
提

案
し

ま
す

。

こ
れ

ま
で

日
本

国
内

で
は

、
環

境
に

配
慮

し
た

紙
と

い
え

ば
、

再
生

紙
の

使
用

が
中

心
で

生
物

多
様

性
に

は
必

ず
し

も
十

分
に

配
慮

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
で

し
た

。
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

紙
の

使
用

を
積

極
的

に
推

進
す

る
国

内
の

大
手

ユ
ー

ザ
ー

企
業

が
集

ま
っ

て
、

自
社

の
み

な
ら

ず
社

会
を

変
え

て
い

こ
う

と
す

る
本

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

動
き

は
、

他
の

国
内

企
業

を
リ

ー
ド

す
る

も
の

と
し

て
、

国
内

企
業

に
よ

る
生

物
多

様
性

の
保

全
に

大
き

く
貢

献
す

る
も

の
と

考
え

ま
す

。

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

点
検

の
対

象
期

間
（

平
成

2
5
年

9
月

末
ま

で
）

以
降

の
取

組
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。



1
0

1
1

4
9

3
8

「
一

般
社

団
法

人
 
企

業
と

生
物

多
様

性
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
J
B
I
B
）

」
の

取
り

組
み

や
、

J
B
I
B
会

員
企

業
に

よ
っ

て
先

進
的

な
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
紹

介
す

る
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

J
B
I
B
は

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

り
組

み
へ

の
意

欲
の

高
い

企
業

が
集

ま
り

、
2
0
0
8
年

4
月

に
発

足
し

ま
し

た
（

現
在

の
会

員
数

は
5
4
企

業
に

の
ぼ

り
ま

す
）

。
以

降
、

生
物

多
様

性
に

関
し

て
、

国
際

的
な

視
点

に
立

っ
た

共
同

研
究

を
行

い
、

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

敷
地

管
理

の
や

り
方

を
示

し
た

「
い

き
も

の
共

生
事

業
所

推
進

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
や

、
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
水

管
理

の
考

え
方

を
整

理
し

た
「

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

企
業

の
水

管
理

ガ
イ

ド
」

な
ど

、
企

業
が

実
際

に
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
取

り
組

み
を

行
う

た
め

に
役

に
立

つ
ツ

ー
ル

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
、

国
内

外
に

情
報

発
信

て
き

ま
し

た
。

現
在

も
上

記
の

他
、

事
業

と
生

物
多

様
性

の
関

係
性

評
価

や
、

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

原
材

料
調

達
や

森
づ

く
り

に
関

す
る

研
究

開
発

を
進

め
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
J
B
I
B
会

員
企

業
に

よ
る

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
は

、
国

内
企

業
に

よ
る

生
物

多
様

性
の

保
全

の
や

り
方

の
１

つ
の

方
向

性
を

示
し

て
お

り
、

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

み
を

広
く

普
及

さ
せ

る
た

め
に

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
と

言
え

ま
す

。
ま

た
、

W
B
C
S
D
の

報
告

書
の

中
で

紹
介

さ
れ

る
な

ど
、

国
際

的
に

も
認

知
さ

れ
て

い
ま

す
。

実
際

に
J
B
I
B
会

員
の

中
か

ら
、

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

す
る

先
進

的
な

取
り

組
み

を
行

う
企

業
が

多
数

出
て

お
り

、
J
B
I
B
の

実
質

的
な

活
動

が
、

会
員

企
業

の
取

り
組

み
を

後
押

し
、

ひ
い

て
は

、
国

内
企

業
に

よ
る

生
物

多
様

性
の

保
全

に
大

き
く

貢
献

し
て

い
る

と
い

え
ま

す
。

J
B
I
B
の

こ
の

よ
う

な
企

業
の

集
ま

り
に

よ
る

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

例
は

世
界

的
に

も
珍

し
く

、
日

本
か

ら
是

非
発

信
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

N
o
.
1
2
の

御
意

見
へ

の
対

応
と

合
わ

せ
て

、
1
0
ペ

ー
ジ

5
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

ま
た

、
国

際
的

視
点

か
ら

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

す
る

共
同

研
究

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
企

業
の

取
組

に
反

映
さ

せ
、

生
物

多
様

性
の

保
全

に
貢

献
す

る
こ

と
を

目
差

す
『

企
業

と
生

物
多

様
性

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（

J
B
I
B
）

』
に

よ
り

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
ツ

ー
ル

の
作

成
な

ど
の

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

個
別

の
事

業
者

に
よ

り
企

業
の

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

組
を

推
進

す
る

た
め

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
が

継
続

し
て

開
催

さ
れ

る
な

ど
、

様
々

な
取

組
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
」

1
1

1
1

4
9

3
8

「
一

般
社

団
法

人
い

き
も

の
共

生
事

業
所

推
進

協
議

会
（

A
B
I
N
C
）

」
の

設
立

と
本

会
に

よ
る

オ
フ

ィ
ス

ビ
ル

と
商

業
施

設
を

対
象

と
し

た
認

証
制

度
（

「
い

き
も

の
共

生
事

業
所

®
認

証
」

）
の

開
始

に
つ

い
て

、
紹

介
す

る
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

A
B
I
N
C
は

、
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
敷

地
管

理
に

関
す

る
認

証
制

度
を

立
ち

上
げ

、
2
0
1
4
年

2
月

か
ら

国
内

の
オ

フ
ィ

ス
ビ

ル
と

商
業

施
設

を
対

象
と

し
た

認
証

を
開

始
し

ま
し

た
。

現
在

、
一

般
社

団
法

人
 
企

業
と

生
物

多
様

性
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
J
B
I
B
）

が
開

発
し

た
「

い
き

も
の

共
生

事
業

所
®
推

進
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

お
よ

び
 
「

土
地

利
用

通
信

簿
®
（

都
市

・
S
C
版

）
」

に
の

っ
と

っ
た

取
り

組
み

を
し

て
い

る
、

1
1
の

施
設

が
認

証
を

取
得

し
て

い
ま

す
。

本
認

証
制

度
は

、
国

内
の

企
業

に
よ

る
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
敷

地
管

理
を

推
進

し
、

ひ
い

て
は

事
業

所
周

辺
地

域
の

生
物

多
様

性
の

保
全

に
大

き
く

貢
献

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

点
検

の
対

象
期

間
（

平
成

2
5
年

9
月

末
ま

で
）

以
降

の
取

組
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。

1
2

1
1

4
9

3
8

三
井

住
友

海
上

火
災

保
険

株
式

会
社

が
、

企
業

と
生

物
多

様
性

に
関

す
る

情
報

発
信

の
場

と
し

て
2
0
0
7
年

か
ら

毎
年

継
続

し
て

開
催

し
て

い
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
企

業
が

語
る

い
き

も
の

が
た

り
」

を
紹

介
す

る
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

三
井

住
友

海
上

火
災

保
険

株
式

会
社

が
開

催
し

て
い

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

企
業

が
語

る
い

き
も

の
が

た
り

」
は

今
年

で
７

年
目

に
な

り
ま

す
（

2
0
1
4
年

2
月

2
5
日

に
第

７
回

目
が

開
催

さ
れ

ま
す

）
。

参
加

者
は

こ
れ

ま
で

に
、

の
べ

1
,
5
0
0
名

を
超

え
て

い
ま

す
。

毎
年

、
企

業
に

よ
る

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

す
る

最
新

情
報

を
発

信
し

続
け

て
お

り
、

企
業

と
生

物
多

様
性

に
関

す
る

情
報

共
有

の
場

と
し

て
の

大
き

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
と

考
え

ま
す

。

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

N
o
.
1
0
の

ご
意

見
へ

の
対

応
と

合
わ

せ
て

、
1
0
ペ

ー
ジ

5
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

ま
た

、
国

際
的

視
点

か
ら

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

す
る

共
同

研
究

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
企

業
の

取
組

に
反

映
さ

せ
、

生
物

多
様

性
の

保
全

に
貢

献
す

る
こ

と
を

目
差

す
『

企
業

と
生

物
多

様
性

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（

J
B
I
B
）

』
に

よ
り

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
ツ

ー
ル

の
作

成
な

ど
の

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

個
別

の
事

業
者

に
よ

り
企

業
の

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

組
を

推
進

す
る

た
め

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
が

継
続

し
て

開
催

さ
れ

る
な

ど
、

様
々

な
取

組
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
」



1
3

1
1

4
9

3
8

紙
・

木
材

や
パ

ー
ム

油
、

魚
介

類
な

ど
の

生
物

由
来

の
原

材
料

を
、

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

持
続

可
能

な
や

り
か

た
で

調
達

す
る

た
め

の
方

針
や

基
準

を
策

定
す

る
企

業
が

出
て

き
て

い
る

こ
と

を
紹

介
す

る
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

企
業

活
動

の
中

で
も

生
物

多
様

性
と

の
関

係
が

大
き

い
原

材
料

調
達

に
関

し
て

、
企

業
が

生
物

多
様

性
に

配
慮

す
る

こ
と

を
条

件
と

し
て

定
め

る
こ

と
は

、
生

物
多

様
性

の
保

全
に

と
っ

て
非

常
に

大
き

な
意

味
を

持
ち

ま
す

。
グ

ロ
ー

バ
ル

に
事

業
を

展
開

す
る

日
本

企
業

の
中

に
、

特
に

生
物

多
様

性
と

関
係

性
が

深
い

原
材

料
（

紙
、

木
材

、
パ

ー
ム

油
、

紅
茶

、
魚

介
類

な
ど

）
の

調
達

に
関

し
て

、
こ

の
よ

う
な

方
針

や
基

準
を

策
定

す
る

企
業

が
出

て
き

た
こ

と
は

、
世

界
の

生
物

多
様

性
の

保
全

に
と

っ
て

大
き

な
前

進
だ

と
考

え
ま

す
。

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

1
3
ペ

ー
ジ

1
5
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

情
報

収
集

を
行

い
ま

し
た

。
事

業
者

の
な

か
に

は
、

生
物

多
様

性
と

の
関

係
が

大
き

い
生

物
由

来
の

原
材

料
（

紙
、

木
材

、
パ

ー
ム

油
な

ど
）

の
調

達
を

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

持
続

可
能

な
方

法
で

行
う

た
め

の
方

針
や

基
準

を
策

定
す

る
者

も
見

ら
れ

て
お

り
、

そ
の

よ
う

に
生

物
多

様
性

の
保

全
に

熱
心

な
事

業
者

や
環

境
認

証
制

度
等

 そ
れ

ら
を

取
り

扱
う

事
業

者
 や

生
物

多
様

 性
の

保
全

に
熱

心
な

事
業

者
の

情
報

、
業

種
ご

と
の

事
業

活
動

と
生

物
多

様
性

の
関

わ
り

な
ど

に
つ

い
て

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
積

極
的

に
情

報
提

供
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

環
境

に
」

1
4

1
1

4
9

3
8

い
き

も
の

共
生

事
業

所
認

証
を

追
記

。
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
社

有
地

の
管

理
に

つ
い

て
、

企
業

と
生

物
多

様
性

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（

J
B
I
B
）

が
開

発
し

た
「

い
き

も
の

共
生

事
業

所
推

進
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
学

び
活

用
す

る
事

業
者

が
1
0
0
社

を
超

え
た

。
ま

た
、

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

「
い

き
も

の
共

生
事

業
所

認
証

（
都

市
・

S
C
版

）
」

の
第

1
号

と
し

て
1
1
サ

イ
ト

が
認

定
さ

れ
た

。

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
2
0
1
2
-
2
0
2
0
に

お
い

て
、

以
下

の
よ

う
に

紹
介

さ
れ

た
ツ

ー
ル

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
進

展
が

あ
っ

た
た

め
。

国
家

戦
略

の
7
7

ペ
ー

ジ
「

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

社
有

地
の

管
理

（
企

業
と

生
物

多
様

性
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
J
B
I
B
）

が
開

発
し

た
「

生
き

も
の

共
生

事
業

所
推

進
ツ

ー
ル

」
の

活
用

等
）

・
・

・
」

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

点
検

の
対

象
期

間
（

平
成

2
5
年

9
月

末
ま

で
）

以
降

の
取

組
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。

1
5

1
1

4
1
0

1
5
公

益
財

団
法

人
に

関
す

る
記

述
を

加
え

る
べ

き
。

恐
ら

く
公

益
財

団
法

人
は

、
N
G
O
に

括
ら

れ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
が

、
こ

の
囲

み
記

述
「

N
P
O
/
N
G
O
等

」
に

限
ら

ず
、

公
益

財
団

法
人

の
役

割
に

つ
い

て
も

別
途

記
述

す
べ

き
で

あ
る

。

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
2
0
1
2
-
2
0
2
0
に

お
い

て
は

公
益

財
団

法
人

に
つ

い
て

N
G
O
/
N
P
O
と

分
け

て
記

載
し

て
い

な
い

た
め

、
本

点
検

も
N
P
O
/
N
G
O
等

に
含

め
て

記
載

し
て

い
ま

す
。

1
6

1
1

5
1
0

2
1

学
校

教
育

の
み

な
ら

ず
「

社
会

教
育

」
が

重
要

で
あ

る
が

、
本

報
告

に
は

、
一

言
も

記
述

が
無

い
。

「
社

会
教

育
」

に
関

す
る

記
述

を
加

え
る

べ
き

で
あ

る
。

生
物

多
様

性
基

本
法

に
、

社
会

教
育

の
重

要
性

が
記

述
さ

れ
て

い
る

。
第

二
十

四
条

（
国

民
の

理
解

の
増

進
）

「
国

は
、

学
校

教
育

及
び

社
会

教
育

に
お

け
る

生
物

の
多

様
性

に
関

す
る

教
育

の
推

進
・

・
・

・
」

し
か

し
な

が
ら

本
報

告
に

は
「

社
会

教
育

」
と

言
う

言
葉

す
ら

な
い

。
法

律
で

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
「

社
会

教
育

」
に

関
し

て
明

記
す

べ
き

で
あ

る
。

ご
意

見
の

と
お

り
、

生
物

多
様

性
の

重
要

性
を

多
く

の
人

々
の

共
通

認
識

と
し

、
主

体
的

な
行

動
へ

と
結

び
つ

け
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

学
校

に
限

ら
ず

社
会

全
体

で
普

及
啓

発
や

教
育

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

本
文

中
に

「
社

会
教

育
」

と
い

う
文

言
は

出
て

き
ま

せ
ん

が
、

基
本

戦
略

１
の

取
組

例
に

お
い

て
、

社
会

教
育

に
関

す
る

取
組

と
し

て
、

1
0
、

1
1
ペ

ー
ジ

に
人

材
育

成
事

業
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。



1
7

1
1

6
1
1

1
9

本
項

目
に

限
ら

ず
「

自
然

資
本

」
に

関
す

る
記

述
を

加
え

る
べ

き
で

あ
る

。
本

報
告

書
に

は
「

自
然

資
本

」
に

関
す

る
記

述
が

一
切

な
い

が
、

「
生

物
多

様
性

の
経

済
的

な
価

値
評

価
」

に
加

え
「

自
然

資
本

」
に

関
す

る
記

述
を

加
え

る
べ

き
で

あ
る

。

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

1
0
ペ

ー
ジ

3
4
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

近
年

で
は

、
様

々
な

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
（

フ
ロ

ー
）

を
生

み
出

す
自

然
環

境
を

、
事

業
者

の
経

営
基

盤
を

支
え

る
資

本
（

ス
ト

ッ
ク

）
と

し
て

捉
え

る
「

自
然

資
本

」
と

い
う

考
え

方
が

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
 こ

の
た

め
政

府
で

は
、

」

1
8

1
1

6
1
1

1
9
沖

縄
県

辺
野

古
の

埋
め

立
て

や
東

北
の

防
潮

堤
計

画
な

ど
に

つ
い

て
も

経
済

的
評

価
を

行
う

と
良

い
。

こ
れ

ら
の

事
業

が
生

物
多

様
性

を
ど

の
程

度
損

な
う

も
の

な
の

か
、

数
値

で
わ

か
る

よ
う

に
な

る
。

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
9

1
1

7
1
3

6

先
進

的
な

取
り

組
み

と
し

て
、

企
業

と
生

物
多

様
性

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

が
作

成
す

る
各

種
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

い
き

も
の

共
生

事
業

所
推

進
協

議
会

設
立

お
よ

び
認

証
事

業
開

始
に

つ
い

て
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

民
間

企
業

の
生

物
多

様
性

保
全

の
取

り
組

み
を

積
極

的
に

推
進

す
る

た
め

、
ま

た
、

他
国

へ
の

日
本

で
の

取
り

組
み

事
例

の
紹

介
の

た
め

、
先

進
的

な
取

り
組

み
は

積
極

的
に

記
載

す
べ

き
と

考
え

る
。

企
業

と
生

物
多

様
性

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

の
取

組
に

つ
い

て
は

、
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
N
o
.
1
2
の

御
意

見
へ

の
対

応
と

合
わ

せ
て

、
1
0
ペ

ー
ジ

5
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

ま
た

、
国

際
的

視
点

か
ら

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

す
る

共
同

研
究

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
企

業
の

取
組

に
反

映
さ

せ
、

生
物

多
様

性
の

保
全

に
貢

献
す

る
こ

と
を

目
差

す
「

企
業

と
生

物
多

様
性

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（

J
B
I
B
）

」
に

よ
り

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
ツ

ー
ル

の
作

成
な

ど
の

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

個
別

の
事

業
者

に
よ

り
企

業
の

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

組
を

推
進

す
る

た
め

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
が

継
続

し
て

開
催

さ
れ

る
な

ど
、

様
々

な
取

組
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
」

い
き

も
の

共
生

事
業

所
推

進
協

議
会

が
実

施
し

て
い

る
認

証
事

業
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

今
回

の
点

検
の

対
象

期
間

以
降

の
取

組
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。

2
0

1
1

－
1
3

－
い

き
も

の
認

証
制

度
を

追
記

。
ｓ

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

点
検

の
対

象
期

間
（

平
成

2
5
年

9
月

末
ま

で
）

以
降

の
取

組
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。

2
1

1
1

7
1
4

表
1
-
4

Ｍ
Ｓ

Ｃ
認

証
に

加
え

Ａ
Ｓ

Ｃ
認

証
（

養
殖

版
海

の
エ

コ
ラ

ベ
ル

の
「

A
S
C
（

A
q
u
a
c
u
l
t
u
r
e
 
S
t
e
w
a
r
d
s
h
i
p

C
o
u
n
c
i
l
：

水
産

養
殖

管
理

協
議

会
）

」
の

認
証

制
度

）
に

関
す

る
記

述
も

加
え

る
べ

き
で

あ
る

。

今
後

、
養

殖
版

海
の

エ
コ

ラ
ベ

ル
も

増
加

す
る

こ
と

か
ら

、
加

筆
す

べ
き

で
あ

る
。

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

1
4
ペ

ー
ジ

表
１

－
４

に
A
S
C
認

証
制

度
を

追
加

し
ま

し
た

。

2
2

1
1

7
1
4

表
1
-
4

生
物

多
様

性
条

約
第

5
回

国
別

報
告

書
（

案
）

の
方

で
は

パ
ー

ム
油

の
認

証
制

度
で

あ
る

R
S
P
O
が

紹
介

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

ち
ら

で
も

表
の

中
で

紹
介

す
べ

き
で

あ
る

。

日
本

で
も

既
に

大
手

企
業

約
3
0
社

が
取

組
を

始
め

て
お

り
、

日
本

国
内

で
も

一
定

の
認

知
が

あ
る

。
認

証
マ

ー
ク

付
の

商
品

も
既

に
一

般
に

販
売

さ
れ

て
い

る
。

農
産

物
の

認
証

制
度

と
し

て
国

産
米

だ
け

で
は

な
く

、
海

外
か

ら
輸

入
さ

れ
て

い
る

パ
ー

ム
油

な
ど

の
農

産
物

に
も

目
を

向
け

る
べ

き
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
事

業
者

の
取

組
と

し
て

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2
3

1
2

1
1
8

2

ア
マ

モ
の

再
生

は
成

功
し

て
な

い
。

移
植

先
の

環
境

を
考

慮
せ

ず
移

植
を

行
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

場
と

技
術

の
適

合
性

を
、

こ
ま

め
に

検
証

す
る

協
議

会
を

設
置

す
る

な
ど

の
し

く
み

が
必

要
。

ま
た

そ
の

場
に

市
民

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

。

ご
指

摘
い

た
だ

い
た

点
は

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

、
「

宮
古

湾
里

海
復

興
プ

ラ
ン

」
に

お
い

て
は

ア
マ

モ
場

の
生

育
環

境
調

査
等

を
行

っ
た

う
え

で
、

学
識

者
、

漁
業

者
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
団

体
、

行
政

等
が

参
画

し
た

委
員

会
で

ア
マ

モ
の

再
生

手
法

や
評

価
手

法
を

検
討

し
ま

し
た

。
ま

た
、

「
里

海
復

興
プ

ラ
ン

策
定

の
手

引
き

」
に

お
い

て
も

移
植

先
の

環
境

を
考

慮
す

る
よ

う
記

載
す

る
な

ど
、

こ
う

し
た

考
え

方
の

普
及

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

2
4

1
2

2
1
8

1
2

鳥
獣

に
よ

る
農

林
水

産
業

等
に

係
る

被
害

の
防

止
の

た
め

の
特

別
措

置
に

関
す

る
法

律
(
平

成
1
9
年

法
律

第
1
3
4
号

)
(
以

下
、

鳥
獣

被
害

特
措

法
)
に

関
す

る
記

述
を

加
え

る
べ

き
で

あ
る

。

鳥
獣

保
護

法
に

関
す

る
記

述
は

あ
る

が
鳥

獣
被

害
特

措
法

に
関

す
る

記
述

が
な

い
。

同
法

に
関

す
る

取
組

も
記

述
す

べ
き

で
あ

る
。

鳥
獣

被
害

対
策

に
活

用
さ

れ
て

い
る

鳥
獣

被
害

特
措

法
に

つ
い

て
は

、
1
9

ペ
ー

ジ
5
行

目
及

び
2
1
～

2
3
行

目
に

、
同

法
に

基
づ

く
被

害
防

止
計

画
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。

2
5

1
2

3
2
0

2

石
西

礁
湖

サ
ン

ゴ
基

金
の

取
り

組
み

で
あ

る
農

地
か

ら
の

赤
土

流
出

防
止

の
た

め
に

月
桃

を
植

え
て

お
り

、
農

林
水

産
間

の
セ

ク
タ

ー
を

超
え

た
取

り
組

み
と

し
て

記
載

す
べ

き
で

あ
る

。

日
本

は
有

数
の

サ
ン

ゴ
礁

・
サ

ン
ゴ

群
集

を
持

つ
国

で
あ

る
が

、
愛

知
目

標
1
0
の

達
成

年
度

が
2
0
1
5
年

と
迫

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
複

数
の

セ
ク

タ
ー

で
の

取
り

組
み

が
望

ま
し

い
た

め
、

関
連

事
例

を
積

極
的

に
記

載
す

べ
き

と
考

え
る

。

ご
提

案
い

た
だ

い
た

取
組

は
重

要
な

も
の

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
が

、
N
P
O

法
人

の
個

別
の

取
組

で
あ

り
、

本
点

検
の

当
該

箇
所

は
主

に
国

の
取

組
に

つ
い

て
制

度
面

か
ら

記
載

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。



2
6

1
2

4
2
2

3
法

律
の

対
象

に
海

洋
生

物
も

含
め

る
べ

き
で

あ
る

。
陸

だ
け

で
い

い
わ

け
が

な
い

だ
ろ

う
海

洋
の

希
少

な
生

物
の

情
報

整
備

を
図

る
た

め
に

、
海

洋
生

物
の

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

作
成

に
関

す
る

取
組

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

2
7

1
2

4
2
3

2

2
0
2
0
年

ま
で

に
種

の
保

存
法

に
基

づ
く

指
定

種
を

3
0
0
種

に
す

る
記

述
を

加
え

る
べ

き
で

あ
る

。
「

第
1
8
3
回

国
会

に
お

け
る

罰
則

の
強

化
」

の
記

述
が

さ
れ

て
い

る
が

、
附

帯
決

議
等

に
お

い
て

、
2
0
2
0
年

ま
で

に
種

の
保

存
法

に
基

づ
く

指
定

種
を

3
0
0
種

に
す

る
こ

と
を

表
明

し
て

い
る

こ
と

か
ら

記
述

を
加

え
る

べ
き

で
あ

る
。

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律
は

平
成

2
5

年
6
月

に
改

正
さ

れ
ま

し
た

が
、

点
検

の
時

点
に

お
け

る
9
月

に
お

い
て

は
、

指
定

種
は

ま
だ

増
加

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

2
3
ペ

ー
ジ

3
行

目
を

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
・

・
・

情
報

収
集

を
行

い
、

生
息

・
生

育
地

域
の

自
然

的
・

社
会

的
状

況
を

踏
ま

え
、

 に
応

じ
て

種
の

保
存

法
に

基
づ

く
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
を

2
0
2
0
年

ま
で

に
3
0
0
種

新
規

指
定

す
る

こ
と

を
目

指
す

 に
指

定
す

る
等

、
必

要
な

・
・

・
」

2
8

1
2

5
2
4

2
8

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
促

進
に

向
け

、
風

力
発

電
施

設
へ

の
バ

ー
ド

ス
ト

ラ
イ

ク
の

リ
ス

ク
軽

減
す

る
と

あ
る

が
、

洋
上

風
力

施
設

の
場

合
は

海
中

に
も

影
響

は
及

ぶ
。

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2
9

1
3

－
2
6

－

干
潟

や
藻

場
の

再
生

が
成

功
し

た
と

い
う

基
準

が
示

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
生

物
多

様
性

保
全

を
目

的
と

し
た

場
合

に
、

成
功

と
は

い
え

な
い

事
例

も
含

ま
れ

て
い

る
。

移
植

先
の

環
境

を
考

慮
せ

ず
移

植
を

行
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

場
と

技
術

の
適

合
性

を
、

こ
ま

め
に

検
証

す
る

協
議

会
を

設
置

す
る

な
ど

の
し

く
み

が
必

要
。

ま
た

そ
の

場
に

市
民

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

。

藻
場

・
干

潟
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
事

業
実

施
後

の
生

態
系

や
海

洋
環

境
等

の
変

化
を

踏
ま

え
て

適
切

に
計

画
内

容
を

見
直

し
て

い
く

「
順

応
的

管
理

手
法

」
を

取
り

入
れ

る
な

ど
に

よ
り

、
積

極
的

に
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
ま

た
、

各
地

域
に

お
い

て
は

地
域

住
民

等
が

地
域

の
実

情
に

応
じ

藻
場

・
干

潟
を

保
全

す
る

取
組

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
そ

の
活

動
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
藻

場
・

干
潟

等
の

知
見

を
有

す
る

専
門

家
を

派
遣

し
た

り
相

談
に

応
じ

る
な

ど
、

活
動

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
支

援
体

制
を

と
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
い

た
だ

い
た

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

3
0

1
3

－
2
6

－

個
別

の
項

目
に

つ
い

て
自

然
再

生
が

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
の

可
否

も
科

学
的

根
拠

に
欠

け
不

明
で

あ
る

状
態

で
あ

る
た

め
、

森
川

海
の

つ
な

が
り

が
確

保
も

困
難

で
あ

ろ
う

。
過

大
評

価
で

あ
る

。

（
理

由
な

し
）

ご
意

見
を

い
た

だ
い

た
箇

所
で

は
、

国
家

戦
略

に
記

載
の

あ
る

数
値

目
標

に
つ

い
て

達
成

状
況

を
評

価
し

て
い

ま
す

。
基

本
戦

略
３

全
体

の
評

価
に

つ
い

て
は

、
「

基
本

戦
略

３
　

ま
と

め
」

に
お

い
て

、
取

組
の

一
層

の
充

実
が

必
要

で
あ

る
旨

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

3
1

1
3

－
2
6

－

失
敗

事
例

も
カ

ウ
ン

ト
さ

れ
て

い
る

。
失

敗
例

は
失

敗
例

と
し

て
き

ち
ん

と
顧

み
る

べ
き

で
あ

る
。

、
自

然
再

生
事

業
計

画
数

が
目

標
値

に
達

成
し

て
い

る
と

あ
る

が
、

計
画

す
る

だ
け

で
は

保
全

に
は

な
ら

な
い

。

自
然

再
生

の
成

否
を

は
か

る
ク

ラ
イ

テ
リ

ア
を

、
干

潟
、

サ
ン

ゴ
礁

、
海

草
藻

場
、

砂
浜

な
ど

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

設
け

る
べ

き
で

あ
る

。
自

然
再

生
は

順
応

的
管

理
手

法
や

継
続

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

り
効

果
的

な
事

業
推

進
を

図
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

が
、

ご
意

見
に

つ
い

て
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

3
2

1
3

1
2
8

1
9

国
立

公
園

の
普

通
地

域
は

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

保
全

取
組

例
に

該
当

し
な

い
場

所
も

あ
る

。
予

定
さ

れ
て

い
る

慶
良

間
諸

島
国

立
公

園
の

普
通

地
域

で
は

海
砂

の
採

取
が

予
定

さ
れ

て
い

る
。

効
果

の
あ

る
保

全
を

行
う

た
め

に
、

普
通

地
域

内
で

の
規

制
の

内
容

を
見

直
す

べ
き

で
あ

る
。

国
立

公
園

を
中

心
と

す
る

自
然

公
園

は
生

物
多

様
性

の
保

全
に

重
要

な
地

域
で

す
。

普
通

地
域

は
特

別
地

域
と

一
体

的
に

保
護

を
図

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

自
然

公
園

の
区

域
に

含
ま

れ
る

地
域

で
あ

り
、

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に
も

貢
献

し
て

い
ま

す
。

3
3

1
3

1
2
9

1
2

海
洋

保
全

の
推

進
の

た
め

、
ぜ

ひ
マ

リ
ン

ワ
ー

カ
ー

事
業

を
拡

大
し

て
欲

し
い

。
日

本
は

有
数

の
サ

ン
ゴ

礁
・

サ
ン

ゴ
群

集
を

持
つ

国
で

あ
る

が
、

愛
知

目
標

1
0
の

達
成

年
度

が
2
0
1
5
年

と
迫

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
活

動
を

加
速

す
べ

き
と

考
え

る
。

環
境

省
で

は
、

ご
指

摘
の

あ
っ

た
愛

知
目

標
1
1
の

達
成

に
向

け
、

慶
良

間
諸

島
国

立
公

園
の

新
規

指
定

や
山

陰
海

岸
国

立
公

園
の

海
域

の
拡

張
、

ま
た

そ
れ

に
伴

う
マ

リ
ン

ワ
ー

カ
ー

事
業

の
予

算
獲

得
な

ど
、

海
域

の
保

全
強

化
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

今
後

と
も

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。



3
4

1
3

1
2
9

2
6

2
0
2
0
年

ま
で

に
種

の
保

存
法

に
基

づ
く

指
定

種
を

3
0
0
種

に
す

る
記

述
を

加
え

る
べ

き
で

あ
る

。
「

第
1
8
3
回

国
会

に
お

け
る

罰
則

の
強

化
」

の
記

述
が

さ
れ

て
い

る
が

、
附

帯
決

議
等

に
お

い
て

、
2
0
2
0
年

ま
で

に
種

の
保

存
法

に
基

づ
く

指
定

種
を

3
0
0
種

に
す

る
こ

と
を

表
明

し
て

い
る

こ
と

か
ら

記
述

を
加

え
る

べ
き

で
あ

る
。

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律
は

平
成

2
5

年
6
月

に
改

正
さ

れ
ま

し
た

が
、

点
検

の
時

点
に

お
け

る
9
月

に
お

い
て

は
、

指
定

種
は

ま
だ

増
加

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

2
3
ペ

ー
ジ

3
行

目
を

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
・

・
・

情
報

収
集

を
行

い
、

生
息

・
生

育
地

域
の

自
然

的
・

社
会

的
状

況
を

踏
ま

え
、

 に
応

じ
て

種
の

保
存

法
に

基
づ

く
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
を

2
0
2
0
年

ま
で

に
3
0
0
種

新
規

指
定

す
る

こ
と

を
目

指
す

 に
指

定
す

る
等

、
必

要
な

・
・

・
」

3
5

1
3

1
2
9

3
4

天
然

記
念

物
を

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

保
全

取
組

例
の

一
つ

に
あ

げ
る

の
は

ど
う

か
。

実
効

性
を

伴
う

よ
う

取
り

組
み

方
を

変
え

る
べ

き
で

あ
る

。

対
象

と
な

る
生

物
等

の
生

息
状

況
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

。
ま

た
対

象
が

明
ら

か
に

危
機

に
瀕

し
て

い
る

場
合

（
例

：
ジ

ュ
ゴ

ン
）

も
顧

み
な

い
の

で
あ

れ
ば

指
定

の
意

味
が

な
い

。

天
然

記
念

物
は

、
学

術
上

貴
重

で
我

が
国

の
自

然
を

記
念

す
る

動
物

・
植

物
・

地
質

鉱
物

を
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

指
定

さ
れ

た
も

の
は

、
指

定
地

の
改

変
や

対
象

の
捕

獲
・

採
取

な
ど

の
現

状
を

変
更

す
る

行
為

が
規

制
さ

れ
る

な
ど

、
生

物
多

様
性

の
保

全
に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
、

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

も
貢

献
し

て
い

ま
す

。

3
6

1
3

1
3
2

2

自
然

再
生

（
砂

浜
、

藻
場

、
生

き
物

な
ど

の
移

植
、

造
成

、
放

流
な

ど
）

の
成

功
率

を
高

く
見

積
も

り
す

ぎ
で

あ
る

。

砂
浜

、
藻

場
、

生
き

物
な

ど
の

移
植

、
造

成
、

放
流

な
ど

の
う

ち
、

生
物

多
様

性
保

全
を

目
的

と
し

た
場

合
、

成
功

と
は

言
え

な
い

事
例

も
含

ま
れ

て
い

る
。

成
否

を
測

る
ク

ラ
イ

テ
リ

ア
を

作
る

と
良

い
。

い
わ

ゆ
る

自
然

再
生

に
関

す
る

事
業

は
そ

の
目

的
や

内
容

に
応

じ
順

応
的

管
理

手
法

や
継

続
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
な

ど
に

よ
り

効
果

的
か

つ
適

切
な

推
進

を
図

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
ご

意
見

に
つ

い
て

は
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

3
7

1
3

5
3
7

2
1

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
の

情
報

基
盤

に
水

産
庁

が
所

有
す

る
デ

ー
タ

、
環

境
影

響
評

価
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
、

市
民

調
査

の
デ

ー
タ

も
含

め
る

こ
と

。

情
報

整
備

を
行

い
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

充
実

さ
せ

る
と

い
う

取
り

組
み

、
お

よ
び

海
洋

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
継

続
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
づ

く
り

は
、

知
見

の
少

な
い

海
域

に
お

い
て

重
要

な
対

策
で

あ
る

。
ま

た
す

で
に

環
境

影
響

評
価

や
市

民
調

査
等

で
実

施
・

推
進

さ
れ

て
い

る
調

査
の

デ
ー

タ
の

活
用

も
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

際
に

環
境

影
響

評
価

に
係

る
調

査
に

時
折

見
ら

れ
る

よ
う

調
査

者
や

分
析

者
の

氏
名

が
匿

名
の

ま
ま

提
出

さ
れ

、
他

者
の

引
用

が
難

し
く

な
る

よ
う

な
こ

と
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
保

全
戦

略
な

の
だ

か
ら

既
存

の
デ

ー
タ

の
活

用
も

盛
り

込
み

、
ま

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
後

の
活

用
方

法
（

例
え

ば
施

策
へ

の
活

用
、

資
源

管
理

へ
の

適
用

な
ど

）
を

明
確

に
書

く
べ

き
で

あ
る

。

海
洋

環
境

・
生

態
系

の
保

全
等

を
効

果
的

に
進

め
る

た
め

に
各

種
海

洋
情

報
を

適
切

に
提

供
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

政
府

等
が

保
有

す
る

海
洋

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

、
一

元
的

に
管

理
し

利
用

し
や

す
い

形
で

提
供

す
る

こ
と

を
推

進
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

環
境

省
が

平
成

2
5
年

度
か

ら
公

開
し

て
い

る
「

い
き

も
の

ロ
グ

」
に

は
、

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

や
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
サ

イ
ト

1
0
0
0
な

ど
の

デ
ー

タ
に

加
え

、
「

い
き

も
の

ロ
グ

」
の

市
民

参
加

型
調

査
機

能
を

使
っ

た
市

民
調

査
の

デ
ー

タ
も

一
元

的
に

収
集

・
提

供
し

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
国

の
機

関
・

都
道

府
県

・
市

区
町

村
・

研
究

機
関

・
専

門
家

・
市

民
等

が
実

施
す

る
調

査
や

管
理

す
る

生
物

多
様

性
デ

ー
タ

を
登

録
し

、
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
な

お
、

環
境

影
響

評
価

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

著
作

権
は

事
業

者
に

帰
属

し
て

お
り

ま
す

が
、

環
境

省
に

お
い

て
は

、
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

事
業

実
施

主
体

や
手

続
状

況
、

過
去

の
事

例
に

関
す

る
概

要
等

の
情

報
を

可
能

な
限

り
提

供
し

て
い

ま
す

。
ご

意
見

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

3
8

1
3

5
3
7

3
2

海
の

デ
ー

タ
は

不
足

し
て

い
る

。
今

後
も

専
門

家
だ

け
で

は
手

が
足

り
な

い
。

現
在

海
に

お
い

て
市

民
調

査
を

行
っ

て
い

る
主

体
か

ら
デ

ー
タ

を
得

て
、

ま
た

一
般

市
民

が
将

来
的

に
海

の
調

査
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

よ
う

教
育

す
べ

き
。

海
は

陸
よ

り
も

デ
ー

タ
が

不
足

し
て

い
る

。

（
陸

域
の

市
民

参
加

型
調

査
と

同
様

に
）

環
境

教
育

と
デ

ー
タ

の
取

得
の

両
方

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

取
組

で
あ

る
専

門
家

・
N
G
O
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
地

方
自

治
体

を
始

め
、

多
様

な
主

体
の

参
画

・
協

力
を

得
て

、
効

果
的

か
つ

継
続

的
な

調
査

の
実

施
を

行
う

こ
と

は
重

要
と

考
え

て
い

ま
す

。



3
9

1
3

5
3
7

－

M
P
A
8
.
3
%
 
と

い
う

政
府

の
見

解
を

見
直

し
、

生
物

多
様

性
保

全
を

目
的

と
す

る
M
P
A
 
制

度
を

再
構

築
す

べ
き

で
あ

る
。

１
．

 
法

制
度

の
再

整
備

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
日

本
の

法
律

の
う

ち
、

自
然

公
園

法
、

天
然

記
念

物
（

文
化

財
保

護
法

）
、

自
然

環
境

保
全

地
域

（
自

然
環

境
保

全
法

）
、

鳥
獣

保
護

法
、

種
の

保
存

法
等

が
、

自
然

保
護

や
生

物
多

様
性

の
保

全
を

主
目

的
と

し
た

法
制

度
で

あ
る

が
、

政
府

の
主

張
す

る
M
P
A
8
.
3
%
 
の

う
ち

こ
れ

ら
の

法
律

が
占

め
る

割
合

は
非

常
に

低
い

。
　

一
方

で
大

き
な

割
合

を
占

め
て

い
る

漁
業

法
と

海
洋

水
産

資
源

開
発

促
進

法
は

、
水

産
資

源
の

み
を

対
象

と
し

て
い

る
の

で
、

真
に

生
物

多
様

性
保

全
に

貢
献

し
て

い
る

と
は

言
え

な
い

。
　

日
本

政
府

が
、

M
P
A
8
.
3
%
 
を

主
張

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

M
P
A
 
の

根
拠

と
な

る
全

て
の

法
律

を
見

直
し

、
そ

の
目

的
に

生
物

多
様

性
の

保
全

が
含

ま
れ

る
よ

う
、

法
改

正
す

べ
き

で
あ

る
。

ま
た

、
海

の
空

間
管

理
に

関
す

る
法

律
や

実
務

に
も

、
生

物
多

様
性

保
全

の
観

点
を

導
入

し
、

改
善

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
．

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

M
P
A
 
の

設
置

を
可

能
と

す
る

制
度

的
担

保
が

必
要

で
あ

る
。

　
M
P
A
 
の

設
置

に
あ

た
っ

て
第

一
に

必
要

と
な

る
の

は
、

科
学

的
な

根
拠

で
あ

る
が

、
政

府
の

主
張

す
る

M
P
A
 
に

は
設

置
に

あ
た

る
科

学
的

な
根

拠
が

示
さ

れ
て

い
な

い
。

デ
ー

タ
に

基
づ

い
た

具
体

的
な

M
P
A
 
の

設
定

と
規

制
が

行
わ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

M
P
A
 
の

設
定

を
可

能
に

す
る

た
め

に
は

、
法

の
整

備
を

含
め

た
制

度
上

の
担

保
が

必
要

で
、

新
し

い
デ

ー
タ

の
収

集
や

、
そ

れ
に

基
づ

く
見

直
し

を
行

う
順

応
的

管
理

の
体

制
が

作
ら

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

　
海

の
生

態
系

、
と

く
に

沿
岸

海
域

の
生

態
系

は
、

陸
上

生
態

系
の

大
き

な
影

響
下

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

M
P
A
 
の

設
定

に
必

要
な

科
学

的
デ

ー
タ

に
は

、
沿

岸
の

生
態

系
の

み
な

ら
ず

、
広

く
流

域
や

海
岸

の
地

形
・

地
質

・
生

物
群

集
な

ど
の

情
報

を
含

め
て

考
察

す
べ

き
で

あ
る

。
３

．
 
市

民
参

加
を

可
能

と
す

る
制

度
的

担
保

が
必

要
で

あ
る

。
　

政
府

の
主

張
す

る
M
P
A
 
は

市
民

参
加

の
も

と
に

決
め

ら
れ

た
も

の
で

は
な

い
。

M
P
A
 
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

、
利

害
関

係
者

や
漁

業
権

を
有

す
る

人
の

み
な

ら
ず

、
よ

り
広

い
多

く
の

様
々

な
主

体
の

合
意

形
成

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

制
度

が
作

ら
れ

る
必

要
が

あ
る

。

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
の

一
つ

で
あ

る
供

給
サ

ー
ビ

ス
の

保
全

も
、

生
物

多
様

性
保

全
の

重
要

な
要

素
と

考
え

ま
す

。
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

の
持

続
可

能
な

利
用

は
、

そ
れ

が
よ

っ
て

立
つ

生
態

系
の

維
持

を
前

提
と

す
る

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
の

法
に

基
づ

く
水

面
の

埋
立

、
浚

渫
、

海
底

の
改

変
、

採
捕

に
対

す
る

規
制

も
、

生
物

多
様

性
の

保
全

に
資

す
る

も
の

で
す

。
な

お
、

8
.
3
％

と
い

う
面

積
は

、
入

手
可

能
な

地
理

情
報

に
基

づ
く

も
の

で
す

。

4
0

1
3

5
3
8

8

慶
良

間
諸

島
国

立
公

園
の

普
通

地
域

内
で

は
海

砂
の

採
取

が
行

わ
れ

る
。

こ
れ

で
は

生
物

多
様

性
を

保
全

し
た

こ
と

に
な

ら
な

い
。

国
立

公
園

の
普

通
地

域
の

規
制

内
容

を
再

検
討

す
べ

き
海

域
公

園
地

区
周

辺
の

1
k
m
の

海
域

の
普

通
地

域
に

お
い

て
海

砂
を

採
取

す
る

際
に

は
、

環
境

大
臣

へ
の

届
出

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
届

出
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

慶
良

間
諸

島
国

立
公

園
の

風
景

に
与

え
る

影
響

を
適

切
に

審
査

し
て

ま
い

り
ま

す
。

4
1

1
3

5
3
8

1
9

干
潟

や
藻

場
の

再
生

が
成

功
し

た
と

い
う

基
準

が
示

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
生

物
多

様
性

保
全

を
目

的
と

し
た

場
合

に
、

成
功

と
は

い
え

な
い

事
例

も
含

ま
れ

て
い

る
。

移
植

先
の

環
境

を
考

慮
せ

ず
移

植
を

行
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

場
と

技
術

の
適

合
性

を
、

こ
ま

め
に

検
証

す
る

協
議

会
を

設
置

す
る

な
ど

の
し

く
み

が
必

要
。

ま
た

そ
の

場
に

市
民

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

。

藻
場

・
干

潟
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
事

業
実

施
後

の
生

態
系

や
海

洋
環

境
等

の
変

化
を

踏
ま

え
て

適
切

に
計

画
内

容
を

見
直

し
て

い
く

「
順

応
的

管
理

手
法

」
を

取
り

入
れ

る
な

ど
に

よ
り

、
積

極
的

に
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
ま

た
、

各
地

域
に

お
い

て
は

地
域

住
民

等
が

地
域

の
実

情
に

応
じ

藻
場

・
干

潟
を

保
全

す
る

取
組

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
そ

の
活

動
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
藻

場
・

干
潟

等
の

知
見

を
有

す
る

専
門

家
を

派
遣

し
た

り
相

談
に

応
じ

る
な

ど
、

活
動

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
支

援
体

制
を

と
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
い

た
だ

い
た

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

4
2

1
3

5
3
8

2
8
本

項
目

の
タ

イ
ト

ル
か

ら
し

て
誤

り
を

招
く

も
の

で
あ

る
。

タ
イ

ト
ル

の
み

を
読

む
と

「
サ

ン
ゴ

礁
」

の
再

生
が

で
き

る
か

の
よ

う
に

見
え

る
。

「
サ

ン
ゴ

」
と

「
サ

ン
ゴ

礁
」

の
違

い
を

き
ち

ん
と

認
識

し
、

サ
ン

ゴ
礁

の
再

生
は

不
可

能
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
対

応
す

る
こ

と
。

本
項

目
の

タ
イ

ト
ル

は
、

国
家

戦
略

の
小

項
目

の
タ

イ
ト

ル
に

沿
っ

て
い

ま
す

の
で

、
原

案
の

ま
ま

と
い

た
し

ま
す

。

4
3

1
3

5
3
8

3
8

生
物

多
様

性
保

全
や

森
・

川
・

海
の

つ
な

が
り

と
い

う
視

点
か

ら
は

失
敗

し
た

と
評

価
さ

れ
る

べ
き

事
例

も
含

ま
れ

て
い

る
。

砂
浜

の
自

然
な

フ
ロ

ー
を

取
り

戻
す

と
い

う
視

点
を

含
め

る
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
何

を
ど

こ
ま

で
復

元
す

れ
ば

成
功

と
す

る
の

か
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
あ

る
と

よ
い

。

砂
浜

の
計

画
や

設
計

等
に

つ
い

て
は

「
ビ

ー
チ

計
画

・
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
訂

版
」

（
平

成
1
7
年

）
（

国
土

交
通

省
港

湾
局

監
修

、
社

団
法

人
日

本
マ

リ
ー

ナ
・

ビ
ー

チ
協

会
編

集
・

発
行

）
を

と
り

ま
と

め
る

な
ど

取
組

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
ご

意
見

は
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。



4
4

1
3

5
3
9

7

海
版

の
Ｒ

Ｄ
Ｂ

作
成

に
関

す
る

記
述

を
加

え
る

。
海

版
の

Ｒ
Ｄ

Ｂ
作

成
作

業
が

進
ん

で
い

る
が

、
記

述
が

無
い

の
で

加
え

る
べ

き
。

海
洋

生
物

の
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
は

、
科

学
的

知
見

の
充

実
に

関
す

る
事

で
あ

る
た

め
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

3
7
ペ

ー
ジ

3
6
行

目
に

以
下

の
文

を
追

記
し

ま
し

た
。

「
ま

た
、

海
洋

生
物

に
つ

い
て

、
平

成
2
8
年

度
の

公
表

を
目

指
し

て
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
の

検
討

を
進

め
て

い
ま

す
。

」

4
5

1
4

2
4
9

1
7

種
の

保
存

法
が

改
正

さ
れ

て
罰

則
規

定
が

引
き

上
げ

ら
れ

た
点

を
加

筆
す

べ
き

。
種

の
保

存
法

が
改

正
さ

れ
て

罰
則

規
定

が
引

き
上

げ
ら

れ
た

こ
と

に
よ

る
抑

止
効

果
な

ど
の

記
述

を
加

え
る

べ
き

。
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律
は

違
法

取
引

に
関

す
る

罰
則

を
大

幅
強

化
す

る
等

の
改

正
法

を
平

成
2
5
年

6
月

に
公

布
し

7
月

か
ら

施
行

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ご

指
摘

を
踏

ま
え

、
4
9
ペ

ー
ジ

2
0
行

目
を

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

し
た

。
「

同
条

約
付

属
書

Ⅰ
に

掲
げ

る
種

に
つ

い
て

、
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

国
内

で
の

譲
渡

し
等

の
規

制
を

行
っ

て
お

り
、

平
成

2
5
年

7
月

か
ら

同
法

に
お

け
る

罰
則

規
定

を
強

化
し

ま
し

た
 い

ま
す

。
」

4
6

1
4

3
5
0

9

日
本

が
事

務
局

で
あ

る
間

に
、

さ
ら

な
る

サ
ン

ゴ
礁

保
全

の
加

速
と

、
生

物
多

様
性

条
約

へ
の

貢
献

を
期

待
し

ま
す

。

日
本

は
有

数
の

サ
ン

ゴ
礁

・
サ

ン
ゴ

群
集

を
持

つ
国

で
あ

る
が

、
愛

知
目

標
1
0
の

達
成

年
度

が
2
0
1
5
年

と
迫

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
活

動
を

加
速

す
べ

き
と

考
え

る
。

日
本

は
こ

れ
ま

で
国

際
サ

ン
ゴ

礁
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
I
C
R
I
）

に
積

極
的

に
貢

献
し

て
お

り
ま

す
が

、
日

本
が

事
務

局
で

あ
る

間
に

愛
知

目
標

1
0
と

の
関

連
も

意
識

し
た

活
動

を
展

開
す

る
な

ど
サ

ン
ゴ

礁
保

全
の

強
化

と
そ

れ
を

通
じ

た
生

物
多

様
性

条
約

へ
の

貢
献

に
取

り
組

み
ま

す
。

4
7

1
5

1
5
7

3
「

平
成

2
5
年

1
0
月

の
公

表
を

目
指

し
、

準
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

」
を

「
平

成
2
5
年

1
0
月

に
公

表
し

ま
し

た
。

」
に

修
正

。
－

点
検

は
平

成
2
5
年

9
月

末
時

点
の

進
捗

状
況

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
致

し
ま

す
。

4
8

1
5

3
5
8

2
A
P
-
B
O
N
の

支
援

に
つ

い
て

記
載

が
あ

る
が

、
J
-
B
O
N

の
支

援
に

つ
い

て
も

記
載

す
べ

き
で

あ
る

。
日

本
に

お
い

て
科

学
技

術
を

政
策

に
反

映
し

、
国

際
的

な
貢

献
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

、
J
-
B
O
N
の

活
動

活
性

化
が

必
要

と
考

え
る

。
ご

指
摘

の
取

組
は

重
要

な
も

の
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

第
3
部

の
施

策
番

号
6
6
7
に

お
い

て
進

捗
状

況
等

を
記

載
し

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
致

し
ま

す
。

4
9

1
5

－
5
8

3
3
I
P
B
E
S
に

つ
い

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
だ

け
で

な
く

サ
ブ

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
も

入
れ

る
べ

き
。

－
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
5
8
ペ

ー
ジ

3
4
行

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

し
た

。
「

I
P
B
E
S
の

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

サ
ブ

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

資
す

る
よ

う
な

取
組

を
」

5
0

2
A

1
3

1
5

生
物

多
様

性
保

全
目

的
の

新
規

補
助

事
業

や
、

奨
励

措
置

の
生

物
多

様
性

保
全

を
目

的
と

し
た

変
更

な
ど

、
愛

知
目

標
3
に

向
け

た
進

捗
状

況
を

具
体

的
に

記
載

す
べ

き
。

締
約

国
と

し
て

、
ま

た
愛

知
目

標
が

採
択

さ
れ

た
C
O
P
1
0
の

ホ
ス

ト
国

と
し

て
、

目
標

の
達

成
に

責
任

あ
る

対
応

が
望

ま
れ

る
。

と
く

に
農

業
・

漁
業

分
野

の
補

助
金

に
関

し
て

は
、

国
際

交
渉

の
場

で
環

境
へ

の
影

響
が

議
題

に
な

っ
て

お
り

積
極

的
に

取
り

組
む

べ
き

で
あ

る
。

生
物

多
様

性
を

よ
り

重
視

し
た

農
林

水
産

施
策

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
2
0

ペ
ー

ジ
２

行
目

以
降

に
記

載
さ

れ
て

お
り

ま
す

の
で

、
原

案
通

り
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

5
1

2
A

1
4

3
1

前
記

し
た

Ａ
Ｓ

Ｃ
に

関
し

て
表

を
加

え
る

べ
き

。
Ａ

Ｓ
Ｃ

認
証

の
状

況
に

つ
い

て
表

等
加

え
る

べ
き

で
あ

る
。

A
S
C
認

証
も

重
要

な
制

度
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

が
、

国
家

戦
略

の
関

連
指

標
群

に
は

挙
げ

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。
ご

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
戦

略
見

直
し

に
際

し
て

参
考

と
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。

5
2

2
A

1
6

6

生
物

多
様

性
の

主
流

化
を

進
め

る
べ

き
と

こ
ろ

が
、

予
算

が
減

少
し

て
い

る
の

は
課

題
で

あ
り

、
対

策
と

共
に

課
題

と
し

て
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

第
一

部
に

記
載

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

、
主

流
化

は
ま

だ
途

上
に

あ
り

、
予

算
措

置
が

必
要

と
考

え
る

。
ご

指
摘

の
と

お
り

、
環

境
保

全
の

予
算

（
自

然
環

境
の

保
全

と
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

推
進

）
は

全
体

的
趨

勢
と

し
て

減
少

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

生
物

多
様

性
の

主
流

化
に

向
け

、
各

主
体

の
よ

り
一

層
の

参
画

を
推

進
す

る
こ

と
が

重
要

と
認

識
し

て
い

ま
す

、

5
3

2
B

1
8

3
0

干
潟

、
藻

場
、

サ
ン

ゴ
礁

な
ど

の
再

生
が

成
功

し
た

と
い

う
基

準
が

示
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

生
物

多
様

性
保

全
を

目
的

と
し

た
場

合
に

、
成

功
と

は
い

え
な

い
事

例
も

含
ま

れ
て

い
る

。

移
植

先
の

環
境

を
考

慮
せ

ず
移

植
を

行
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

場
と

技
術

の
適

合
性

を
、

こ
ま

め
に

検
証

す
る

協
議

会
を

設
置

す
る

な
ど

の
し

く
み

が
必

要
。

ま
た

そ
の

場
に

市
民

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

。
「

里
海

」
、

「
再

生
」

、
「

創
生

」
さ

れ
た

状
態

が
何

を
さ

す
か

、
そ

の
成

否
が

明
確

で
な

い
ま

ま
成

果
が

は
か

ら
れ

て
い

る
。

成
否

を
は

か
る

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

を
設

け
る

と
良

い
。

ご
指

摘
い

た
だ

い
た

「
干

潟
の

再
生

の
割

合
」

の
グ

ラ
フ

が
対

象
と

し
て

い
る

事
業

に
つ

い
て

は
、

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
な

お
、

関
連

事
業

に
つ

い
て

は
、

N
o
.
2
9
、

3
1
、

3
6
、

4
1
に

お
い

て
回

答
し

て
お

り
ま

す
の

で
ご

参
照

く
だ

さ
い

。



5
4

2
B

2
1
1

－

生
態

系
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
保

全
に

向
け

た
整

備
箇

所
が

ど
の

よ
う

に
生

物
多

様
性

保
全

に
貢

献
し

て
い

る
の

か
、

科
学

的
根

拠
を

示
す

べ
き

。

漁
業

改
善

計
画

対
象

水
面

の
生

産
割

合
な

ど
が

ど
の

よ
う

に
生

物
多

様
性

保
全

に
貢

献
す

る
の

か
、

科
学

的
根

拠
が

示
さ

れ
な

い
の

で
あ

れ
ば

、
進

捗
か

ど
う

か
の

判
断

は
で

き
な

い
。

愛
知

目
標

の
達

成
に

向
け

た
わ

が
国

の
国

別
目

標
の

達
成

状
況

を
把

握
す

る
た

め
の

指
標

（
関

連
指

標
群

）
に

つ
い

て
は

、
生

物
多

様
性

の
状

況
を

示
す

指
標

や
取

組
状

況
を

示
す

指
標

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
特

性
を

有
す

る
指

標
を

「
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

2
0
1
2
-
2
0
2
0
」

に
お

い
て

初
め

て
設

定
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
た

と
え

ば
、

漁
場

改
善

計
画

は
海

面
養

殖
生

産
に

お
け

る
餌

料
の

投
与

等
に

よ
り

生
じ

る
、

生
物

の
生

育
に

支
障

を
来

す
物

質
の

発
生

の
減

少
や

水
底

へ
の

た
い

積
防

止
を

図
り

、
養

殖
漁

場
を

良
好

な
状

態
に

維
持

し
又

は
そ

の
改

善
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と

、
ま

た
、

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

保
全

に
向

け
た

整
備

は
水

田
魚

道
な

ど
の

整
備

等
生

物
多

様
性

保
全

に
貢

献
す

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
指

標
に

つ
い

て
は

、
指

標
が

わ
が

国
の

国
別

目
標

の
目

指
す

方
向

を
的

確
に

反
映

し
、

か
つ

自
然

環
境

、
社

会
経

済
等

の
状

況
や

最
新

の
科

学
的

知
見

に
即

し
た

適
切

な
も

の
と

な
る

よ
う

、
指

標
の

継
続

性
に

も
配

慮
し

つ
つ

、
引

き
続

き
、

見
直

し
や

充
実

を
図

っ
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

5
5

2
B

3
1
7

1

干
潟

、
藻

場
、

サ
ン

ゴ
礁

な
ど

の
再

生
が

成
功

し
た

と
い

う
基

準
が

示
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

生
物

多
様

性
保

全
を

目
的

と
し

た
場

合
に

、
成

功
と

は
い

え
な

い
事

例
も

含
ま

れ
て

い
る

。

移
植

先
の

環
境

を
考

慮
せ

ず
移

植
を

行
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

場
と

技
術

の
適

合
性

を
、

こ
ま

め
に

検
証

す
る

協
議

会
を

設
置

す
る

な
ど

の
し

く
み

が
必

要
。

ま
た

そ
の

場
に

市
民

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

。
「

里
海

」
、

「
再

生
」

、
「

創
生

」
さ

れ
た

状
態

が
何

を
さ

す
か

、
そ

の
成

否
が

明
確

で
な

い
ま

ま
成

果
が

は
か

ら
れ

て
い

る
。

成
否

を
は

か
る

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

を
設

け
る

と
良

い
。

ご
指

摘
い

た
だ

い
た

「
干

潟
の

再
生

の
割

合
」

の
グ

ラ
フ

が
対

象
と

し
て

い
る

事
業

に
つ

い
て

は
、

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
な

お
、

関
連

事
業

に
つ

い
て

は
、

N
o
.
2
9
、

3
1
、

3
6
、

4
1
に

お
い

て
回

答
し

て
お

り
ま

す
の

で
ご

参
照

く
だ

さ
い

。

5
6

2
B

4
2
1

3
9

マ
ン

グ
ー

ス
だ

け
で

は
な

く
他

の
例

も
あ

げ
る

べ
き

。
サ

キ
グ

ロ
タ

マ
ツ

メ
タ

や
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
ア

リ
な

ど
す

で
に

多
く

の
地

域
で

被
害

が
発

生
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
被

害
の

程
度

を
示

す
べ

き
。

現
状

を
知

る
こ

と
が

必
要

。
そ

の
う

え
で

、
外

来
種

へ
の

対
策

は
持

ち
込

ま
な

い
こ

と
が

最
も

有
効

で
あ

る
の

で
、

被
害

を
拡

大
さ

せ
な

い
こ

と
が

大
切

。
現

場
で

そ
れ

を
徹

底
さ

せ
る

こ
と

。

例
示

に
は

、
分

か
り

や
す

さ
の

観
点

か
ら

関
連

指
標

群
に

挙
げ

ら
れ

て
い

る
も

の
を

優
先

し
て

記
載

し
て

い
る

た
め

、
原

案
ど

お
り

と
い

た
し

ま
す

。

5
7

2
B

5
2
4

2
4
平

均
化

す
る

こ
と

で
推

移
が

見
ら

れ
て

い
な

い
た

め
、

空
間

分
布

も
含

め
て

傾
向

が
つ

か
め

る
指

標
に

よ
る

表
記

に
変

更
す

べ
き

で
あ

る
。

日
本

の
サ

ン
ゴ

群
集

・
サ

ン
ゴ

礁
域

は
2
0
0
0
k
m
に

渡
る

の
だ

か
ら

、
推

移
に

つ
い

て
も

場
所

に
よ

る
差

異
が

大
き

い
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
基

礎
デ

ー
タ

と
し

て
分

析
・

表
示

が
必

要
と

考
え

る
。

ご
意

見
は

、
国

家
戦

略
の

見
直

し
の

際
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

5
8

2
B

5
2
4

－

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
行

動
計

画
の

会
議

は
年

1
-
2

回
し

か
行

わ
れ

て
い

な
い

。
会

議
の

み
で

そ
の

頻
度

で
は

生
物

多
様

性
保

全
を

行
う

こ
と

は
難

し
い

。

会
議

の
頻

度
を

高
く

し
、

現
場

で
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
精

査
し

、
事

例
を

集
め

、
成

功
の

基
準

、
有

効
な

保
全

策
な

ど
の

基
準

を
設

け
る

と
良

い
。

会
議

は
各

種
施

策
の

進
捗

や
研

究
の

進
展

な
ど

得
ら

れ
る

情
報

に
よ

り
成

果
に

大
き

な
影

響
を

持
つ

た
め

、
頻

度
に

よ
り

評
価

す
る

こ
と

が
必

ず
し

も
適

切
と

は
考

え
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
ご

意
見

は
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

5
9

2
C

1
2
6

3
4
日

本
の

沿
岸

の
多

く
の

場
所

が
重

要
海

域
と

し
て

抽
出

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
重

要
で

な
い

海
域

と
の

区
別

が
つ

か
ず

意
味

が
な

い

生
態

学
的

・
生

物
学

的
に

重
要

な
海

域
の

基
準

（
E
B
S
A
基

準
）

に
該

当
す

る
と

判
断

さ
れ

た
海

域
を

抽
出

し
て

お
り

ま
す

。

6
0

2
C

1
2
6

3
4
市

民
の

意
見

や
市

民
調

査
の

結
果

を
反

映
で

き
る

よ
う

に
す

べ
き

地
域

限
定

で
分

布
す

る
種

を
除

き
、

基
本

的
に

は
、

全
国

的
に

調
査

を
行

っ
て

い
る

科
学

的
に

信
頼

で
き

る
デ

ー
タ

を
利

用
し

て
お

り
ま

す
。

6
1

2
C

1
2
6

3
4
地

理
分

野
、

地
形

分
野

、
文

化
的

視
点

な
ど

が
欠

け
て

い
る

。
文

化
的

な
視

点
は

重
要

で
す

が
、

今
般

の
重

要
海

域
の

抽
出

に
つ

い
て

は
、

E
B
S
A
基

準
を

踏
ま

え
た

生
態

学
的

・
生

物
学

的
な

重
要

性
に

焦
点

を
当

て
て

い
ま

す
。

な
お

、
海

流
や

海
底

地
形

は
考

慮
し

て
お

り
ま

す
。

6
2

2
C

2
2
9

1
5
環

境
省

の
み

で
海

の
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
を

作
成

し
て

も
意

味
が

な
い

。
水

産
庁

と
情

報
を

共
有

し
連

携
を

図
る

べ
き

で
あ

る
。

海
洋

生
物

に
関

す
る

デ
ー

タ
は

全
般

的
に

不
足

し
て

い
る

。
共

有
す

べ
き

で
あ

る
。

海
洋

生
物

の
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
水

産
庁

な
ど

と
も

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

検
討

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

6
3

2
D

2
3
6

2
5

干
潟

や
藻

場
の

再
生

が
成

功
し

た
と

い
う

基
準

が
示

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
生

物
多

様
性

保
全

を
目

的
と

し
た

場
合

に
、

成
功

と
は

い
え

な
い

事
例

も
含

ま
れ

て
い

る

移
植

先
の

環
境

を
考

慮
せ

ず
移

植
を

行
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

場
と

技
術

の
適

合
性

を
、

こ
ま

め
に

検
証

す
る

協
議

会
を

設
置

す
る

な
ど

の
し

く
み

が
必

要
。

ま
た

そ
の

場
に

市
民

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

。

ご
指

摘
い

た
だ

い
た

「
干

潟
の

再
生

の
割

合
」

の
グ

ラ
フ

が
対

象
と

し
て

い
る

事
業

に
つ

い
て

は
、

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
な

お
、

関
連

事
業

に
つ

い
て

は
、

N
o
.
2
9
、

3
1
、

3
6
、

4
1
に

お
い

て
回

答
し

て
お

り
ま

す
の

で
ご

参
照

く
だ

さ
い

。

6
4

2
D

3
3
8

1
0

名
古

屋
議

定
書

、
国

内
法

の
制

定
に

向
け

た
方

針
を

明
記

す
べ

き
。

現
状

は
、

検
討

レ
ベ

ル
の

記
述

に
止

ま
っ

て
い

る
が

、
国

内
法

を
制

定
す

る
方

針
で

進
ん

で
い

る
は

ず
。

そ
の

旨
、

記
述

を
加

え
る

べ
き

で
あ

る
。

「
名

古
屋

議
定

書
に

係
る

国
内

措
置

の
あ

り
方

検
討

会
」

で
は

平
成

2
6
年

３
月

末
ま

で
に

検
討

会
報

告
書

を
取

り
ま

と
め

る
予

定
で

あ
り

、
当

該
報

告
書

な
ど

も
参

考
と

し
つ

つ
、

関
係

者
及

び
関

係
省

庁
に

よ
る

検
討

を
引

き
続

き
行

っ
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
が

、
点

検
の

対
象

期
間

（
平

成
2
5
年

9
月

末
ま

で
）

以
降

の
取

組
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

致
し

ま
す

。



6
5

2
参 考

－
4
5

3

天
然

記
念

物
や

国
立

公
園

に
指

定
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

実
効

性
の

伴
う

保
全

措
置

を
取

る
こ

と
。

天
然

記
念

物
に

指
定

さ
れ

た
ま

ま
現

状
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
ら

で
き

て
い

な
い

対
象

物
も

あ
る

。
慶

良
間

諸
島

国
立

公
園

の
よ

う
に

国
立

公
園

の
普

通
地

域
で

海
砂

の
採

取
が

行
わ

れ
る

海
域

も
あ

る
。

規
制

の
内

容
を

生
物

多
様

性
の

保
全

が
で

き
る

も
の

に
変

更
す

べ
き

。

天
然

記
念

物
は

天
然

保
護

区
域

を
は

じ
め

と
し

て
、

そ
の

現
状

を
保

護
す

る
こ

と
に

よ
り

生
物

多
様

性
の

保
全

の
役

割
を

果
た

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
国

立
公

園
を

中
心

と
す

る
自

然
公

園
の

普
通

地
域

は
特

別
地

域
と

一
体

的
に

保
護

を
図

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

自
然

公
園

の
区

域
に

含
ま

れ
る

地
域

で
あ

り
、

行
為

規
制

の
厳

し
い

特
別

地
域

と
は

役
割

に
違

い
が

あ
り

ま
す

。

6
6

2
参 考

4
6

1
3

水
質

に
関

し
て

は
1
9
8
0
-
1
9
9
0
年

代
に

比
べ

改
善

さ
れ

た
も

の
の

、
他

の
要

素
に

つ
い

て
は

む
し

ろ
悪

化
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
す

べ
て

の
要

素
を

総
合

的
に

検
討

す
べ

き
。

生
物

多
様

性
保

全
に

貢
献

し
て

い
る

か
ど

う
か

は
１

つ
の

フ
ァ

ク
タ

ー
で

は
図

れ
な

い
。

我
が

国
の

生
物

多
様

性
に

つ
い

て
は

平
成

2
2
年

に
「

生
物

多
様

性
総

合
評

価
報

告
書

」
を

ま
と

め
て

お
り

、
平

成
2
7
年

ま
で

に
生

物
多

様
性

の
総

合
的

な
評

価
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
は

必
要

に
応

じ
て

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
こ

と
し

て
お

り
、

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

6
7

3
－

－
－

－

戦
略

の
理

念
か

ら
課

題
設

定
ま

で
の

素
晴

し
い

内
容

が
「

第
3
部

　
行

動
計

画
」

に
ま

っ
た

く
反

映
さ

れ
て

い
な

い
。

国
家

戦
略

の
策

定
プ

ロ
セ

ス
や

今
後

の
点

検
・

改
定

手
法

を
根

本
的

に
見

直
す

必
要

が
あ

る
。

理
念

（
合

理
性

）
、

課
題

認
識

、
目

標
設

定
、

基
本

方
針

は
非

常
に

素
晴

し
い

内
容

と
な

っ
て

い
る

。
各

省
庁

が
連

携
し

、
国

民
も

参
加

で
き

る
形

に
し

、
理

念
を

実
行

に
移

す
こ

と
が

必
要

。
そ

の
際

に
は

、
行

動
が

生
物

多
様

性
の

保
全

に
寄

与
し

て
い

る
も

の
か

ど
う

か
を

慎
重

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
自

然
の

生
態

系
は

農
水

省
、

環
境

省
、

国
立

公
園

等
と

法
律

や
行

政
区

分
で

切
り

分
け

分
け

ら
れ

て
い

る
訳

で
は

な
い

。
行

政
の

縦
割

り
を

解
消

し
、

関
係

省
庁

全
て

が
協

力
し

保
全

を
進

め
る

よ
う

に
し

な
い

と
、

問
題

は
解

決
し

な
い

。

ご
意

見
は

、
国

家
戦

略
の

見
直

し
の

際
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

6
8

3
1

－
1

8

数
値

目
標

に
対

し
て

評
価

す
る

こ
と

は
必

要
だ

が
、

目
標

に
見

合
う

成
果

と
い

え
な

い
も

の
が

含
ま

れ
て

い
る

。
数

字
あ

わ
せ

の
よ

う
な

、
目

標
に

見
合

わ
な

い
数

値
が

含
ま

れ
て

い
る

と
、

評
価

全
体

の
価

値
を

下
げ

る
こ

と
に

な
る

の
で

改
め

る
べ

き
で

あ
る

。

数
値

の
具

体
的

な
問

題
は

以
下

の
個

別
意

見
で

指
摘

し
た

。
国

家
戦

略
に

お
け

る
数

値
目

標
は

、
日

本
自

然
保

護
協

会
が

長
年

指
摘

し
て

き
た

重
要

な
指

標
と

い
え

る
。

し
か

し
、

今
回

の
点

検
結

果
（

案
）

を
見

る
と

、
保

護
地

域
の

面
積

の
よ

う
に

、
生

物
多

様
性

の
保

全
に

実
際

的
に

貢
献

し
て

い
る

と
は

考
え

ら
れ

な
い

も
の

も
含

ま
れ

て
い

る
も

の
が

あ
る

。
現

状
で

は
生

物
多

様
性

の
劣

化
が

食
い

止
め

ら
れ

て
い

な
い

た
め

に
手

立
て

と
し

て
目

標
が

設
置

さ
れ

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
す

で
に

な
ん

ら
な

か
の

目
的

で
指

定
さ

れ
て

い
る

地
域

を
計

上
し

た
の

で
は

、
目

標
を

設
定

し
た

意
味

が
な

い
。

　
数

値
目

標
に

見
合

う
内

容
に

な
っ

て
い

る
か

と
い

う
点

検
を

あ
わ

せ
て

実
施

す
る

べ
き

で
あ

る
。

ご
意

見
は

、
国

家
戦

略
の

見
直

し
の

際
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

6
9

3
2

－
2
0

施
策

番
号

9
7

環
境

影
響

評
価

図
書

が
ネ

ッ
ト

で
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
が

、
公

表
期

間
は

１
か

月
と

限
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
国

は
「

電
子

行
政

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
戦

略
」

「
世

界
最

先
端

I
T
国

家
創

造
宣

言
」

な
ど

に
あ

る
よ

う
に

公
的

デ
ー

タ
を

公
開

す
る

と
宣

言
さ

れ
て

い
る

が
、

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
は

ま
だ

不
十

分
で

す
。

住
民

が
事

後
評

価
で

き
る

よ
う

、
期

限
を

定
め

ず
公

開
す

る
よ

う
す

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

調
査

結
果

が
公

開
さ

れ
れ

ば
、

地
域

の
環

境
保

全
に

も
活

用
で

き
ま

す
。

環
境

影
響

評
価

図
書

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
公

表
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

(
環

境
省

）
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
n
v
.
g
o
.
j
p
/
p
o
l
i
c
y
/
a
s
s
e
s
s
/
2
-

2
l
a
w
/
p
d
f
/
s
o
n
o
t
a
_
0
2
-
2
.
p
d
f

ア
セ

ス
図

書
の

非
公

開
措

置
を

め
ぐ

っ
て

～
国

民
の

財
産

と
し

て
の

ア
セ

ス
図

書
の

適
正

管
理

と
公

開
の

ル
ー

ル
を

早
急

に
～

 
著

作
者

（
文

責
）

：
Ｎ

Ｐ
Ｏ

地
域

づ
く

り
工

房
傘

木
　

宏
夫

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
s
i
a
.
n
e
t
/
5
_
c
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n
/
c
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n
/
c
o
n
t
r
i
b
u
t

i
o
n
_
1
1
0
6
1
6
.
h
t
m
l

環
境

影
響

評
価

図
書

は
事

業
者

が
自

ら
の

判
断

に
お

い
て

作
成

す
る

も
の

で
あ

り
、

著
作

権
は

事
業

者
に

帰
属

し
て

お
り

、
事

業
者

の
判

断
に

お
い

て
適

切
な

公
表

が
な

さ
れ

る
と

理
解

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
環

境
省

に
お

い
て

は
、

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
手

続
状

況
や

過
去

の
事

例
に

関
す

る
概

要
等

の
情

報
を

可
能

な
限

り
提

供
し

て
い

る
ほ

か
、

図
書

の
閲

覧
の

希
望

が
あ

っ
た

際
に

は
、

事
業

者
に

確
認

の
う

え
了

解
が

得
ら

れ
た

場
合

に
は

閲
覧

を
可

能
と

し
て

い
ま

す
。

7
0

－
－

－
－

－
ジ

ュ
ゴ

ン
の

最
北

の
生

息
地

の
一

つ
の

沖
縄

県
名

護
市

辺
野

古
湾

の
埋

め
立

て
計

画
は

中
止

さ
せ

る
。

－
い

た
だ

い
た

ご
意

見
は

今
回

の
施

策
の

進
捗

状
況

の
点

検
と

の
直

接
的

関
係

が
不

明
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
回

答
致

し
か

ね
ま

す
。

7
1

－
－

－
－

－
ク

ジ
ラ

の
虐

殺
で

し
か

な
い

南
氷

洋
で

の
調

査
捕

鯨
を

中
止

さ
せ

る
。

－
い

た
だ

い
た

ご
意

見
は

今
回

の
施

策
の

進
捗

状
況

の
点

検
と

の
直

接
的

関
係

が
不

明
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
回

答
致

し
か

ね
ま

す
。

7
2

－
－

－
－

－
辺

野
古

湾
の

ジ
ュ

ゴ
ン

の
藻

場
を

守
れ

な
い

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
な

ん
て

税
金

の
無

駄
遣

い
で

無
意

味
だ

！
－

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

回
の

施
策

の
進

捗
状

況
の

点
検

と
の

直
接

的
関

係
が

不
明

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

回
答

致
し

か
ね

ま
す

。



7
3

－
－

－
－

－

生
物

多
様

性
を

保
全

す
る

に
は

以
下

の
施

策
の

追
加

・
強

化
が

必
要

○
都

市
計

画
 
／

都
市

公
園

・
海

岸
の

干
潟

を
保

護
す

る
。

・
公

園
、

街
路

の
植

生
は

国
内

原
産

の
種

類
を

優
先

使
用

す
る

。
○

河
川

 
／

河
川

・
河

口
堰

、
防

災
以

外
の

目
的

の
ダ

ム
建

設
を

中
止

す
る

。
・

河
川

敷
開

発
を

中
止

す
る

。
○

農
業

 
／

農
地

・
用

水
路

、
畔

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
化

を
制

限
す

る
。

・
地

場
伝

統
野

菜
を

保
護

す
る

。
○

林
業

 
／

森
林

・
国

有
林

の
植

林
は

針
葉

樹
か

ら
広

葉
樹

に
転

換
す

る
。

・
伝

統
工

芸
に

必
要

な
漆

、
コ

ウ
ゾ

、
ミ

ツ
マ

タ
、

ツ
ゲ

な
ど

の
樹

木
を

植
林

・
保

護
す

る
。

－

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

回
の

施
策

の
進

捗
状

況
の

点
検

と
の

直
接

的
関

係
が

不
明

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

回
答

致
し

か
ね

ま
す

。

7
4

7
8

失
敗

事
例

も
カ

ウ
ン

ト
さ

れ
て

い
る

。
失

敗
例

は
失

敗
例

と
し

て
き

ち
ん

と
顧

み
る

べ
き

で
あ

る
。

、
自

然
再

生
事

業
計

画
数

が
目

標
値

に
達

成
し

て
い

る
と

あ
る

が
、

計
画

す
る

だ
け

で
は

保
全

に
は

な
ら

な
い

。

自
然

再
生

の
成

否
を

は
か

る
ク

ラ
イ

テ
リ

ア
を

、
干

潟
、

サ
ン

ゴ
礁

、
海

草
藻

場
、

砂
浜

な
ど

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

設
け

る
べ

き
で

あ
る

。
該

当
箇

所
が

不
明

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

回
答

致
し

か
ね

ま
す

が
、

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
な

お
、

Ｎ
ｏ

．
3
8
に

同
様

の
意

見
が

出
さ

れ
て

て
お

り
ま

す
の

で
御

参
照

く
だ

さ
い

。

7
5

8
5

失
敗

事
例

も
カ

ウ
ン

ト
さ

れ
て

い
る

。
失

敗
例

は
失

敗
例

と
し

て
き

ち
ん

と
顧

み
る

べ
き

で
あ

る
。

、
自

然
再

生
事

業
計

画
数

が
目

標
値

に
達

成
し

て
い

る
と

あ
る

が
、

計
画

す
る

だ
け

で
は

保
全

に
は

な
ら

な
い

。

自
然

再
生

の
成

否
を

は
か

る
ク

ラ
イ

テ
リ

ア
を

、
干

潟
、

サ
ン

ゴ
礁

、
海

草
藻

場
、

砂
浜

な
ど

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

設
け

る
べ

き
で

あ
る

。
該

当
箇

所
が

不
明

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

回
答

致
し

か
ね

ま
す

が
、

ご
意

見
は

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
な

お
、

Ｎ
ｏ

．
3
8
に

同
様

の
意

見
が

出
さ

れ
て

て
お

り
ま

す
の

で
御

参
照

く
だ

さ
い

。

7
6

9
8

2
8

「
広

く
国

民
か

ら
の

意
見

を
聴

取
し

た
」

と
あ

る
が

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

告
知

し
た

た
け

。
新

聞
や

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

等
を

用
い

る
な

ど
積

極
的

に
呼

び
か

け
る

姿
勢

が
必

要
で

は
な

い
か

。

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

ア
ン

ケ
ー

ト
、

メ
デ

ィ
ア

な
ど

あ
ら

ゆ
る

手
段

を
使

っ
て

国
民

が
参

加
し

や
す

い
形

に
す

る
こ

と
が

必
要

該
当

箇
所

が
不

明
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
回

答
致

し
か

ね
ま

す
が

、
ご

意
見

は
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

7
7

8
0
-
9
0

海
の

市
民

調
査

の
拡

大
を

の
ぞ

む
海

の
デ

ー
タ

は
不

足
し

て
お

り
、

今
後

も
専

門
家

だ
け

で
は

手
が

足
り

な
い

。
現

在
海

に
お

い
て

市
民

調
査

を
行

っ
て

い
る

主
体

か
ら

デ
ー

タ
を

得
て

、
ま

た
一

般
市

民
が

将
来

的
に

海
の

調
査

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
よ

う
教

育
す

べ
き

。
海

は
陸

よ
り

も
デ

ー
タ

が
不

足
し

て
い

る
。

該
当

箇
所

が
不

明
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
回

答
致

し
か

ね
ま

す
が

、
ご

意
見

は
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

な
お

、
Ｎ

ｏ
．

3
8
に

同
様

の
意

見
が

出
さ

れ
て

て
お

り
ま

す
の

で
御

参
照

く
だ

さ
い

。

7
8

9
3
-
9
4

海
の

市
民

調
査

の
拡

大
を

の
ぞ

む
海

の
デ

ー
タ

は
不

足
し

て
お

り
、

今
後

も
専

門
家

だ
け

で
は

手
が

足
り

な
い

。
現

在
海

に
お

い
て

市
民

調
査

を
行

っ
て

い
る

主
体

か
ら

デ
ー

タ
を

得
て

、
ま

た
一

般
市

民
が

将
来

的
に

海
の

調
査

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
よ

う
教

育
す

べ
き

。
海

は
陸

よ
り

も
デ

ー
タ

が
不

足
し

て
い

る
。

該
当

箇
所

が
不

明
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
回

答
致

し
か

ね
ま

す
が

、
ご

意
見

は
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

な
お

、
Ｎ

ｏ
．

3
8
に

同
様

の
ご

意
見

が
出

さ
れ

て
て

お
り

ま
す

の
で

御
参

照
く

だ
さ

い
。


